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平成２７年８月 
宮城県道路課資料 

■（一）大島浪板線浪板工区道路改良事業における用地補償に係る時系列 

 

 

表 用地補償に係る時系列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成成 23 年 12 月までにほとんどの家屋が再建している。 

※ 平成 24 年１月に概略ルート説明会は実施していたが、防集団地とのアクセス道路の調整に不測の日

数を要したため、平成 25 年 10 月にならないと確定ルート提示はできなかった。 

 

時系列 出来事

H23.3　　 東日本大震災発災

H23.上半期 （一）大島浪板線浪板工区道路改良事業の検討

H23.11 三陸縦貫自動車道計画決定（気仙沼北IC,大島IC)

H23.11
（一）大島浪板線浪板工区道路改良事業ルート変更方針説明
※山側へルートをふることを説明

H23.12 （一）大島浪板線浪板工区道路改良事業、補助事業採択

H23.12 道路設計、用地測量着手

～H23.12 浪板～大浦工区で家屋再建

H24.1
（一）大島浪板線浪板工区道路改良事業概略ルート説明
※概略ルートの提示。ただし、防集団地とのアクセス不確定

H24.7 気仙沼市災害危険区域指定

H24.7　 用地境界立ち会い

H25.2 防災集団移転団地と取り付け道路調整

H25.10～ 用地説明会、用地補償開始
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■当初（H23）と再評価時（H27）のネットワーク及び交通量の比較

●当初（Ｈ２３）のネットワーク及び交通量配分（単位：百台／日）

●再評価時（Ｈ２7）のネットワーク及び交通量配分（単位：百台／日）
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■留意点

・当初は気仙沼北ＩＣと（一）大島浪板線（補助工区）は立体

交差であったため、（一）大島浪板線（補助工区）の交通量は

３５百台／日、（一）大島浪板線（現道）の交通量は２５百台

／日 であった。

・再評価時は気仙沼北ＩＣと（一）大島浪板線（補助工区）は

平面交差となり、（一）大島浪板線（補助工区）のアクセス性

が向上したことにより交通量が大幅に増え、（一）大島浪板

線（補助工区）の交通量は５４百台／日、（一）大島浪板線

（現道）の交通量は０百台／日 となった。
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